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轟

感詮スタ溝―ズ

"

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
・落
語

霊
圏り
の
プ
ロ
輩
鶏

「

|■

鰺

』に一」̈一貯
理
腰
呻
礼

一

欅

・

一

難
本
高
較

（以
下
、
難
紺
）
は

欺
送
界
に
も
多
様
な
人
締
が
畿
畠

し
て
い
る
。

北
海
鐵
チ
レ
ビ
欺
送
の
ア
ナ
ウ

ン
サ
ー
、
依
爾
英
犠

（露
、
２
●

０
５
〓
事
）
は
強
攀
霧
で
バ
イ
オ

リ
ン
を
弾
い
て
い
た
。
３
年
生
命

時
に
讐
事
業
な
ど
で
鎧
養
し
た
め

が
」
チ
ャ
イ
鱗
フ
ス
キ
１
５
番
」
。

試
験
講
に
、
帰
宅
し
て
額
饉
す
る

時
に
奪
い
た
懇
で
、
悪
い
入
れ
が

あ
る
。
「中
学
時
代
に
世
素
か
ら
は

轟
子
機
に
構

っ
て
青
響
を
ド
プ
江

捨
一ヽ
る
よ
う
な
こ
と
違
す
る
な
と

言
わ
れ

た
が

、
人
ｔ
壽
年
の
中

で

露
だ
言

で
蓬
〓
す
時
難
か
あ

「
で

も
い
い

，
小
さ
■
頓
か
ら
轟
こ
が

れ
て
い

た
ア
ナ
ウ

三ヽ
リ
ー

ヘ
の
事

を
襲
嚢

し
、
攀
纂
組

「
イ
チ
オ
ン

ー
モ
ー

ニ
ン
ダ
一
で
北
海
道
め
撻

彗
着

二
識
報
を
難
侵
し
て

い
る

。

大
豪

■
毎
日
蚊
送
ア
ナ
ウ
ン
ス

セ
ン
寮
―
醐
部
長
め
近
藤
事

（
機
、

１
１
喘
３
等
卒
一
驚
３
筆
鎖
バ
ド

ミ
ン
ト

ン
蓄
を
護
髯

、
年
絶
会
轟

役
桑
も

や

っ
た
，
な
学
は
方
難
式

と
ボ
等
式
で
挫
舞

、
支
系
〓
進
え
．

だ

．　

一
自
分
の
が
お
な
れ
る
鑑

で

が
た
ば
れ
ば
、
馨
ど

こ
Λ
総
轟
る

と
惑
じ

さ
せ
る
３
年
圏
だ

，
た
」

と
蒙
む
返
る
．
Ｌ
．詩
の
先
生
た
ち

め
態
度

に
も

「
お
疵
ら
の
一

，

一は

一続
華
し
て
い
る
ぞ

一
と
い
う
空
気

を
感
じ
た
．

中
学
生
の
時
か
ら
■
ジ
オ
が
好

き
で
ア
十
ウ

ン
ス
の
１ｌｉ
弊
に
，
野

球

、
サ

リ
カ
ー
、
ラ
ダ
ビ
ー
な
ど

ス
ホ
ー
ツ
実
滋
電
定
詳
が
あ
り
、

攀
ビ
Ｌ
鋼
ネ
す
る
韓
覇

・
■１
な
の

ア
ジ
ア
大
会

で
遺
女
子
サ

ッ
カ
ー

十
晰

ず

１
９
９
４
年
に
翼
打
ち
に
罫
難
、
２
０
０
８
年
に
８
代

辞
茶
熱
事
柳
構
を
要
名
．
全
国
を
統
力
的
に
撃
け
回
る

『趣乗だけでなく、気力と体力奪伴わな
いとダメだということが社会人になって
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大学のアナウンス離究会で

準宮球蝶に行 って六大学野
球の実溌蒙栂をした責藤
その試合に機藁の同懸生か

薔ていたのが印鍮違い

IFは

や
卓
球
で
藤
本
の
活
鍾
を
は
え
る

予
定
だ
ょ

名
古
蕊
め
東
海
チ
レ
ビ
旗
送
ア

け
尋
一
環
灘
鞭
響
峰
議
勁
難
轟
輝

っ
た
，
総
奪
、
議
球
解
説
者
と
な

警
た
元
中
自
ド
ラ
ゴ
ン
ズ
投
手
め

落
合
英
二
と
球
場
で
濠
を
あ
わ
せ

た
。
落
合
織
作
懸
学
餞
織
議
で
、

騨
筆
ド
ラ
フ
ト
ー
位
で
入
講
こ
轟

〓
夏
の
彗
本
大
会
罐
鋼
験
で
経
高

な
幣
綱
学
鍵
と
鯖
織
、
落
台
め
錢

江
畿
発
３
安
打
で
３
対
０
で
歌
れ

た
饉
今
で
は

「斉
顛
さ
ん
の
華
子

躊

へ
の
事
を
壊
し
て
し
ま
い
、
す

み
ま
せ
ん
で
し
た
」

一，い
や
い

や
」
な
ど
と
懸
む
合
う
時
な
。
菫

正
鏑
か
ら
入
る
と
す
ぐ
目
に
入
る
舞

念
国
書
館

「蓋
正
畢
」
．
１
９
１
４

一彙
三

，二

年
薇
建
て
ら
れ
た

遺
手
と
導
て
量

，
レ
ー
で
き
な
か

っ
た
が
、

「
評
難
し
か
な
い
苺
崚

生
攣
だ

っ
た

一
．
野
球

で
鐵
え
た

張
む
め
轟
る
声
に
難
舞
暮
あ
ふ
装

る
実
霧
．．
琴
球

二
打
ち
込
ん
だ
轟

め
錦
鈴
熱
い
思
■
は

、
仕
事
た

も

生
わ
さ
れ
て
い
る
．．

ヽ
議
Ｋ
ア
ナ
ウ
・ト
サ
ー

、
千
１

フ
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
た

っ
た
渡
曇
英

紀

（
歎
人
、
錦
奪
率

）
〓
琳
奪
―

裁

に
撻

裁

で
亡

く

な

き
た

〓
務

轟

、
大

績

な

ど

の
禁

避
鶏

で
攣

羅

、
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
と
し
て
こ
れ

か

・ヽ尋
・（

，
た
．、

ア
ナ
ウ

ン
ス
と
鎌
分
野
が
選
う

が
、
欝
争
義
ブ
警
翼
な

，
亀
の
が

落
薫
窯
録
泰
晨
事
撥
燿

（
然
、
稲

奪
事
）
。
ま
裁
集
婁
河
確
か
ら
菫

学
こ
湾
遠
纏
に
蒲
菫
し
て
蒔
鞭

・

麟
難
こ
犠
写
し
た
拳
し
た
こ
糠
轟

築
で
は

一‘女
鍛
子
命
手
を
機
準
た

く
て
一
手
糠
を
み
轟
占
轟
と
な
っ

た
ら
担
低
め
名
菫
を
と

な
て
そ
鉾

名
も

「
キ
凄
難
蓮
犠
鮮
一
住

「意

鉢
に
経
由
な
嵩
疲
塩
溝
だ
李
た
一

小
さ
い
穣
か
ら
場
に
警
庫
に
進

れ
て
い
っ
て
も
う

っ
た
こ
と
で
譲

篇
総
織
近
な
奪
翼
だ

っ
た
。
霧
本

籍
ふ
る
さ
と
夫
簑
も
襲
め
、
地
元

で
も
寄
席
を
報
く
な
ど
母
較
憲
摯

め
畿
ま
で
も
あ
る
．

（
駿
奪
無
｝
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